
１．①一般教養科目

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

平成23年度　学生便覧　正誤表（第14回）
2013年3月30日 現在

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合： ○○○・・・

変更内容は、各コードでご確認ください。

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　

C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

Ｐ60～63

授業科目 整理番号

学部 短期大学部
開講
中心
年次

履修
可能
範囲

備考
変更
内容
コード

1年次 2年次 3年次 4年次 1年次 2年次 専攻科

宗教学入門 ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② 1・2 C

数学B（生活の数学） ② ② ② ② ② ② ② ② 1 C

Cross-cultural Workshop ① ① ① ① ① ① 3 C

Japan Studies ① ① ① ① ① ① 2 C

生命科学 ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② 1・2 C

生物学概論 ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② 1・2 C
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１．①一般教養科目

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

インターンシップ（海外） ② ② ② ② ② ② 2・3 国際交流センターで担当 C

Ｐ60～63

授業科目 整理番号

学部 短期大学部
開講
中心
年次

履修
可能
範囲

備考
変更
内容
コード

1年次 2年次 3年次 4年次 1年次 2年次 専攻科

哲学概論 201005 ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② 1  同 心理・現代の学生を除く B

西洋史 201011 ② ② ② ② ② ② ② ② 1 ★ B

メディア論A
正誤表
第9回

追加科目
② ② ② ② ② ② ② ② ② ② 1 ★★★★ B

メディア論B
正誤表
第9回

追加科目
② ② ② ② ② ② ② ② ② ② 1 ★★★★ B

メディア論C
正誤表
第9回

追加科目
② ② ② ② ② ② ② ② ② ② 1 ★★★★ B

メディア論D
正誤表
第9回

追加科目
② ② ② ② ② ② ② ② ② ② 1 ★★★★ B

女性の生き方と社会 201127 ② ② 2 同★② （文化）「女性と社会」 B② ②
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英語コミュニケーション学科

１．②外国語科目

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合： ○○○・・・

変更内容は、各コードでご確認ください。

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　

C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

Ｐ64 一般教養科目として履修できる各学科専門科目

英語で地域貢献 Interviewing A Radio Production A Study Abroad Preparation
変更内容コード：C

海外インターンシップ Interviewing B Radio Production B Introduction to American Business

Ｐ68～7１

授業科目 整理番号

学部 短期大学部
開講
中心
年次

履修
可能
範囲

備考
変更
内容
コード

1年次 2年次 3年次 4年次 1年次 2年次 専攻科

ドイツ語（会話A） ① ① ① ① ① 2 C

ドイツ語（会話B） ① ① ① ① ① 2 C

ｽﾍﾟｲﾝ語(ｽﾍﾟｲﾝ語圏の文化A) ① ① ① ① ① 2 C

ｽﾍﾟｲﾝ語(ｽﾍﾟｲﾝ語圏の文化B) ① ① ① ① ① 2 C

ｽﾍﾟｲﾝ語(ｽﾍﾟｲﾝの社会事情A) ① ① ① ① ① 2 C
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① ① ① ① ①

ｽﾍﾟｲﾝ語(ｽﾍﾟｲﾝの社会事情B) ① ① ① ① ① 2 C
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3．日本語日本文学科

前 後 前 後 前 後 前 後

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合： ○○○・・・

変更内容は、各コードでご確認ください。

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　

C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

P75～78

授業科目 整理番号

学年
開講
中心
年次

履修
可能
範囲

備考
変更
内容
コード

1年次 2年次 3年次 4年次

日本語学概論A 211003 2 2 2 ★  ☆　☆印　文化創造学科生履修可 B

日本語学概論B 211004 2 2 2 ★  ☆　☆印　文化創造学科生履修可 B

日本語研究とコンピュー
タ

211008 ② ② ② ② 1 ★
「情報機器の操作」対象科目
後期のみ隔年開講

A/B

実践的文章論（入門編） 211019 ② ② ② ② 1 ★同 （歴文） E

文語文法の基礎 211012 ② ② ② ② 1 教職課程履修者推奨科目 B

漢文の基礎 211013 ② ② ② ② 1 ◎ 教職課程履修者推奨科目 B

比較文化
（211020
の次に追

加）
② ② ② ② ② ② ② ② 2 ◎同 (歴文)ボストン履修科目 C

実践的文章論
（編集の基礎）

（211024
の次に追

加）
② ② ② ② 2・3 同 (歴文) C
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加）

日本語学Ⅰ
（宇治拾遺物語の語法）

（211029
の次に追

加）
② ② ② ② ② ② 2 ◎同 （専国）国語学特殊講義B C

中国文学Ⅰ（詩文） 211052 ② ② ② ② 1・2 ◎ 教職課程履修者推奨科目 B

日本語学Ⅱ
（データ収集と分析）

211055 ② ② 3 隔年開講 B

 中国文学Ⅱ（唐詩選）
 正誤表
 第9回

 追加科目
② ② ②  2・3 ◎ D

 中国文学Ⅱ（怪異文学）
 正誤表
 第9回

 追加科目
② ② ②  3・4 ◎ D

中国文学Ⅱ
（愛と哀しみの世界）

（211072
の前に追

加）
② ② ② ② ② ② 2・3 ◎ 教職課程履修者推奨科目 C

日本語教育概論Ⅰ 211072 ◎ 同  (国際・文化) B

～ ～ ～ B

日中対照研究 211098 ◎ 同  （国際） B
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日本語教育指導方法論 211088 ② ② ② ② 2 ◎★ A/B

 日本語教育実習Ⅰ
 (教壇'YY)

211089 ① ① ① ① ① ① ① 3  ◎同  (国際) D

 日本語教育実習Ⅱ
 (教壇'YY)

211090 ① ① ① ① ① ① ① 3  ◎同  (国際) D

日本語指導の実践
(211091の
前に追加) ② ② ② ② ② ② 3 ◎ C

日本語教育実習(個別
'YY)

211091 ① ① ① ① ① ① 3 ◎
　　　日本語教育実習2科目

B/E

日本語教育実習(海外
'YY)

211092 ① ① ① ① ① ① 3 ◎
　　　複数回履修可

B/E

書道実習Ⅰ 211101 ① ① ① ① 1  同  (文化創造)創作表現C(毛筆書道Ⅰ) B

書道実習Ⅱ 211102 ① ① ① ① 2  同  (文化創造)創作表現C(毛筆書道Ⅱ) B

書道実習Ⅲ 211103 ① ① ① ① 3 ◎ B

書道実習Ⅳ 211104 ① ① ① ① 4 ◎ B

書道実習Ⅴ 211105 ① ① ① ① 4 ◎ B

国語科教育法
(国語教育教材研究)

211108 ② ② ② ② ② ② 2 同 (教職)教職履修者推奨科目 B

(歴文)副専攻履修者を優先する。

 取材とライティング 211114 ①  2・3  同  (歴文) D① ① ①
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①
(歴文)副専攻履修者を優先する。
一般教養科目の単位となる。

Eコンピュータ基礎A 211115 ① 1 ★同

1 同 (歴文) Cコンピュータ基礎B 211108 ① ①
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4．英語コミュニケーション学科

前 後 前 後 前 後 前 後

5．歴史文化学科

前 後 前 後 前 後 前 後

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合： ○○○・・・

変更内容は、各コードでご確認ください。

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　

C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

Ｐ79～82

授業科目 整理番号

学年 開講
中心
年次

履修
可能
範囲

備考
変更
内容
コード

1年次 2年次 3年次 4年次

Computer Skills 212020 ①

備考
変更
内容
コード

1年次

① 3 ◎学

Ｐ85～88

授業科目 整理番号

学年 開講
中心
年次

履修
可能
範囲

2年次 3年次 4年次

西洋史特論
（213030
の次に追

加）

② ② ② ② ② ② 3 ◎ C

原典講読 ② ② ② ② ② ② 3 ◎ C

考古学演習C
（213038
の次に追

加）

① ① ① ① 2
夏季集中(発掘調査実習)
2級考古調査士関連科目

C

海外考古学実習 ① ① 3 夏季集中 C

Introduction to American
Business

212126

B

2② ◎ B
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海外考古学実習 ① ① 3 夏季集中 C

ヨーロッパ歴史演習
（213113
の次に追

加）

① ① ① ① ① ① ① ① 2 ◎★ 夏季または春季集中講義 C

東南アジア歴史演習 ① ① ① ① ① ① ① ◎★ 夏季または春季集中講義 C

西洋史演習
（213123
の次に追

加）
① 3

① 2

C

歴史文化演習A 213139

①

① ① 4 E

4 歴史文化演習B 213140

～ ～

① ①

 歴史文化演習S 213157 ① ① 4

D
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6．国際学科

前 後 前 後 前 後 前 後

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合： ○○○・・・

変更内容は、各コードでご確認ください。

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　

C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

Ｐ89～96

授業科目 整理番号

学年
開講
中心
年次

履修
可能
範囲

備考
変更
内容
コード

1年次 2年次 3年次 4年次

中国語上級コアa 214126 ① ① 3 A

中国語上級コアb 214127 ① ① 3 ◎ A

中国語特論
正誤表
第9回

追加科目
① ① 3 A

韓国語上級コアa 214128 ① ① 3 A

韓国語上級コアb 214129 ① ① 3 ◎ A

スピーチトレーニング各
論(プレゼンテーション)

214135 ① ① ① ① 2・3 ◎学同 (日文) A

 スピーチトレーニング各
 論(朗読)

214136 ① ①  2・3  ◎学同  (日文) D

比較社会論 214140 ② 1 ◎ B

比較文化論 214141 ② ◎ B1
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比較文化論 214141 ② ◎ B

国際社会論Ⅰ
(ことばと社会)

214146 2

1

◎ 日本語教育関連科目（隔年開講） B

国際社会論Ⅲ
(世界の宗教)

214148 ② ② 2 ◎ B

異文化コミュニケーション
（英語）

214152 ② ② ◎同 (英コミ) B

開発と環境（英語） 214153 ② 3

3

◎同 (英コミ) B

開発援助（英語） 214156 ② ② 3 ◎同 (英コミ) B

日本社会概論Ⅱ
(多文化社会としての日
本)

214158 ② ◎ 日本語教育関連科目（隔年開講） B

民俗学概論 214159 ② ② ② 1

1

◎学同 (歴文) B

現代政治論 214161 ② ② ② 2・3 同 (現代・心理・歴文)隔年開講 B

日本のサブカルチャー論 214162 ② B

日本近現代史 214163 ② ② ② ② ② ② ② 2

1

◎同

◎

(歴文・心理・現代) B

日本近現代史（英語） 214168 ② ② ② ② 3 ◎ A

②

②

②
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8．福祉社会学科

B

日英逐次通訳研究Ⅰ 214221 ②

(現代・文化)◎同

◎ B外からみた日本(英語) 214170 ② 3

韓国の社会と文化 214190 ② ②

②

A

NPOマネジメント入門 214203 ② ②

② 2・3

② ② ② ②
 国内・海外企業インター
 ンシップ(単位認定)

214227 ② ②  2・3・4 D

日本語教育指導方法論 214257 ② ② ② ② 2 ◎同★ (日文・文化) A/B

日本語指導の実践
(214257の
次に追加) ② ② ② ② ② ② 3 ◎同 (日文) C

3・4地域演習G(中国)Ⅰ～Ⅲ
(214278の
次に追加)

C

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合： ○○○・・・

変更内容は、各コードでご確認ください。

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　

① ① ①

C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

Ｐ101～104

企業と広報 214211 ② ②

②

3 ◎同

1

1

(英コミ) B

A◎

◎学

日英逐次通訳研究Ⅱ 214222 (英コミ) B② 3 ◎同
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前 後 前 後 前 後 前 後

授業科目 整理番号

学年
開講
中心
年次

履修
可能
範囲

備考
変更
内容
コード

1年次 2年次 3年次 4年次

日本の福祉と社会 222039 ② ② 1 ◎★
一般教養科目としても履修可(注)参照
前期か後期いずれかの開設

A/B

公共政策と文化 222086 ② ② ② ② 2・3 同 (現代) A
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9．現代教養学科

前 後 前 後 前 後 前 後

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合： ○○○・・・

変更内容は、各コードでご確認ください。

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　

C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

Ｐ105～111

授業科目 整理番号

学年
開講
中心
年次

履修
可能
範囲

備考
変更
内容
コード

1年次 2年次 3年次 4年次

社会をみる目Ⅰ 223009 ② ② 1 同 2クラス（心理・福祉・初教） A

経済をみる目Ⅱ 223012 2 2 1 同 2クラス（心理・福祉・初教） A

社会貢献と企業メセナ 223024 ② ② ② ② 1 A

現代都市事情 223032 ② ② ② ② 1 ◎ A

現代都市論 223063 ② ② ② ② 2 ◎ A

現代政治論 223074 ② ② ② ② ② ② 3 同 (心理・歴文・国際)隔年開講 A

地域研究(欧州) 223089 ② ② ② ② 3 セミナー A

東アジア言語社会研究 223090 ② ② ② ② ② ② 3 セミナー A

地域研究(北アジア) 223091 ② ② ② ② 3 セミナー A
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地域研究(北アジア) 223091 ② ② ② ② 3 セミナー A

日本語表現
(書き方／応用)

223178 ② ② ② ② ② ② 2  隔年開講 A/B

 日本語表現(話し方／
 プレゼンテーションB)

223181 ② ② ② ② ② ② ② 2 ★
 「日本語表現(話し方／基礎)」を前の期までに履
 修済みのこと。

D

図書館ｻｰﾋﾞｽ論 223205 ② ② ② ② ② ② 2 同★ A
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Ｐ128 １２．健康デザイン学科 領域についての内規　 (変更内容コード：E)

健康デザイン学科の学生の領域科目の履修については、下記の通り定めるものとする。

１．履修単位数

２．各領域の必修科目は、下記の通りとする。
食科学領域：食のデザイン、食品素材の科学、食品情報処理
感覚領域：メイクアップの科学、バイオテクノロジー、感覚学概論
運動領域：健康管理概論、運動生理学、スポーツ栄養学

３．領域の選択及び登録

その後の領域の変更は可能とするが、必ず申請を行う。
領域の登録および変更申請は、所定の様式の用紙を用い、クラスアドバイザーへ提出する。

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合： ○○○・・・

変更内容は、各コードでご確認ください。

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　

C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

健康デザイン学科の学生は、選択した１つの領域から、３科目６単位の必修科目を含む７科目１４単位
以上を履修することを原則とする。

健康デザイン学科の学生は、２年次終了時、遅くとも３年次前期履修登録完了時までに、各自の領域
を選択し登録する。
健康デザイン学科３年次編入生については、３年次前期履修登録完了時までに各自の領域を登録す
る。
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